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多くの地域がゼロメートル地帯の木曽三川下流部は

ほとんどの地域が浸水します。 　

あなたと家族を守るために

浸水のおそれがない地域へ避難

低地の  ほとんどが浸水
木曽三川下流部の

広範囲で
深い浸水 浸水が

2週間以上継続

２週間以上
浸水が引かない 台風接近時

外出できない
ほどの

強い風･雨

▲  伊勢湾台風による堤防決壊箇所と浸水状況（伊勢湾台風復旧工事誌上巻をもとに作成）
　

木曽川水系洪水浸水想定区域図　浸水継続時間 ▶
（木曽川、長良川、揖斐川を含む 9河川の図の重ね合わせ）    

公表年月日　令和 2年 4月 24 日  時点     
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（標高を10倍に拡大して表示）

～12時間

～24時間（1日間）

～72時間（3日間）

～1週間

～2週間

～4週間

浸水継続時間

親戚・知人宅や宿泊施設・勤め先等、避難先が確保できる人は、その場所に避難してください。
避難とは難を避けるための行動です。避難所へ行くことだけが避難ではありません。

ゼロメートル地帯にとどまることは

危険です。 標高が高い地域や

浸水のおそれがない地域へ

避難しましょう。

ゼロメートル地帯にとどまることは

危険です。 標高が高い地域や

浸水のおそれがない地域へ

避難しましょう。

裏面へ

マンションだから大丈夫、
３階以上だから大丈夫と
思っていると…

広大なゼロメートル地帯地球温暖化の影響で、 巨大な台風や今までにないような

激しい豪雨などにより、 洪水や高潮による大規模水害が

世界各地で発生しています。

最寄りの避難所へ
避難すれば大丈夫と思って

いると…

あなたの住まいや地域に

居続けることはできません
あなたと家族を
守るためには
どうしたら
いいでしょうか。

あなたは？

あなたは？
その時

避難所も浸水し、

２週間以上浸水の中に
避難所も浸水し、

２週間以上浸水の中に

多くの人が取り残されて

救助しきれない

すぐに誰かが救助
してくれると思っ
ていると…

電気・ガス・トイレが

使えない状況で

２週間以上生活

　浸水の中で水が引くまでの２週間以上も、 電気 ・ ガス ・ トイレが使えない生活に耐えなければなりません。

写真：（国土交通省）

写真：信濃川水系千曲川（長野県長野市　令和元年10月13日）
                    水害レポート2019
　　　（国土交通省   水管理・国土保全局 2020年2月
                       （2020年4月一部修正））

木曽三川下流部は？

木曽三川下流部のほとんどが

浸水し、２週間以上浸水が引

かないことが予測されます。

　巨大台風が年々増加しています。
巨大台風は、まだ遠くにあっても大
雨を降らし、近づくにつれて暴風や
高潮などもおこします。

　巨大台風が年々増加しています。
巨大台風は、まだ遠くにあっても大
雨を降らし、近づくにつれて暴風や
高潮などもおこします。

　近年、過去最大の大雨を観測というニュースをよく
見聞きします。木曽三川下流部は大河川が集まった地
域です。上流に大雨が降り続いた場合、木曽川・長良川・
揖斐川が同時に氾濫することもありえます。

木曽三川下流部が位置する濃尾平野は、
日本最大のゼロメートル地帯※が広がって
おり、その面積は約400㎢におよびます。
※ゼロメートル地帯とは、大潮のときの平均
満潮位（T.P.+1.2m）以下の地域を指します

出典：デジタル標高地形図「中部」濃尾平野周辺
（国土地理院）をもとに作成
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豪雨の発生
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今までに経験　　　

したことがないような

どうする？

暴風と高潮
暴風と高潮

大河川の氾濫
大河川の氾濫

このような状況のときに、

木曽三川下流部は

どうなってしまうでしょうか。
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